
監修のことば

　本書を手に取ってくださった方は、これからまさに教師としては
じめて仕事に就く初任の人や、はじめて担任をする人だと思います。
　この世界へようこそ！
　あなたがこの仕事を選んでくださったことに感謝します。そして、
あなたの、これからの教師人生が軌道に乗り、充実したものになる
ことを願っています。

　今、教師という仕事は、ブラックというイメージがつきまとって
いて、大変さばかりが報じられています。しかし、本来はそんなこ
とばかりではありません。
　私は、長い教師生活の中で、「教師というのは、こんなにおもし
ろいものなんだ！」と何度も経験してきました。
　きっとあなたも、子供たちとの触れあいの中で、そんな経験を何
度も味わうことができるでしょう。
　そして、日々の積み重ねの中で、あなた自身も教師としての成長
を果たしていかれるでしょう。

　一方で、教師としての１年目は、ほかのどの仕事よりも大変な思
いをするかもしれません。１人の担任として、他のベテランの先生
と同じ仕事をしなければならないからです。そして、ある時には、
子供集団の力学に圧倒されることもあるかもしれません。

　私は、今まで現役の時を含めて25年以上、多くの初任者をサポー
トしてきました。
　その中で、この１年目が教師人生の中で一番大変なことをしみじ

み痛感してきました。

　本書は、この１年目をどのように乗り切るとよいのか、忙しい先
輩にはなかなか聞けない仕事の段取りから子供集団への向き合い方
まで、ここだけは知っておきたいという重要な部分だけを、こちゃ
さんがとてもわかりやすい文章とマンガによりまとめた１冊です。

　ぜひ初任者の方、はじめて担任をする方に読んでいただきたいと
思います。そして、あなたの教師としての最初の１年が、実りある
ものになることを心から願っております。
� 2021年２月
� 野中 信行
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 1
４月の大切さ
この１ヶ月で１年が決まる！ 36

 2
縦糸について
初任者教員の１番の失敗はここにある！ 38

 3
横糸について
バランスに気をつけて！ 40

 4
先生の言ったことは守る　
指示力は先生の行動で決まる！ 42

 5
子どもに言ったことは守る　
気づかないところに気をつけよう！ 44

 6
子どもとの距離感　
先生という立場をキープしよう 46

 1
学級開き①
話す内容だけでなく話し方にも注意！ 50

 2
学級開き②
絶対に許さないことは、先生も絶対守れるものにしよう！ 52

 3
指示の出し方①　
全員が指示を守ったか確認してから次の動きへ進もう！54

 1
名簿作り
見通しを持っておこう！  12

 2
職員会議の注意点　
まず会議用ＢOXを準備しておこう！  　 14

 3
机と椅子の並べ替え　
机の高さ順に並べ替えしておくのが大事！  16

 4
子どもの席決めとシールづくり　
名前・番号シールはこれだけ作っておこう！  18

 5
給食指導①
教室を出るまでのルールを作ろう！ 20

 6
給食指導②　
配膳から「ごちそうさま」までのルールを作ろう！  22

 7
掃除指導①　
掃除当番表は、人数配置を考えることが大切！ 24

 8
掃除指導②
何年生でも、掃除の事前指導は必要！ 26

 9
始業式後にすぐ使うもの①　
係活動のポスターを作っておこう！ 28

10
始業式後にすぐ使うもの②　
学級通信第１号は、始業式当日に配ります！ 30

11
始業式までに買っておくといいもの
最低限必要なもの、まとめました 32

これだけは注意しておきたい!
子どもに会う前の心の準備

第2 章

ここだけは押さえよう!
始業式当日のお仕事

第3 章

これだけはやっておきたい!

始業式前のお仕事

第1 章
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 4
指示の出し方②　
先生のお話の最後に質問させよう！ 56

 5
子どもの机と椅子決め
名前シールを貼るところまで終わらせよう！ 58

 6
１学期のめあて決め　
家から本を１冊持ってこさせよう！ 60

 1
朝のしたくルール①　
２種類のルール表を作っておこう！ 64

 2
朝のしたくルール②　
連絡帳は最初の１週間は厳しくチェックしよう 66

 3
朝のしたくルール③　
連絡帳と宿題は提出確認を必ず行おう 68

 4
朝の会と帰りの会①　
内容の詰め込みすぎに注意しよう！ 72

 5
朝の会と帰りの会②　
話の聞き方の指導を一緒に行おう 74

 6
係活動・当番活動決め　
最初は無理をしないことが大切 76

 7
学級目標の決め方と活用方法　
学級目標は簡単な言葉にしよう 80

 8
学習規律　
まずは授業以上に学習規律を大切にしよう！ 82

 9
定着させたいルール　
授業外の約束も大切にしよう！ 84

10
簡単にできる学級ゲーム①
所要時間１〜５分 86

11
簡単にできる学級ゲーム②
所要時間10分以上 88

12
始業式〜学級開き１週間まとめ①　
最初の１週間で学級が決まる！ 90

13
始業式〜学級開き１週間まとめ②　
教師の１日の行動パターンを知ろう！ 92

 1
授業スピード　
授業は普通に進めても終わらない！ 96

 2
空き時間の使い方
最初はベテランの先生の授業を見に行こう！ 98

 3
授業づくり　
週末に一気に作るのがオススメ！ 100

 

 1
成績処理の時期と方法　
６月30日までに終わらせる気持ちで！ 104

これだけは学んでおこう!

授業準備の絶対ポイント

第5 章

どうしてもチェックしておきたい!

成績処理のポイント

第6 章

ここが1年でもっとも重要!
学級開きからの１週間！

第4 章
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 2
テストの実施方法　
教科によっては、２種類を１時間で実施しよう！ 106

 3
テストの丸つけと転記方法　
記号問題から先に採点しよう！ 108

 4
所見の書き方　

「いいな」と思った姿は、その日のうちにメモしておこう！ 110

 1
授業に遅刻・忘れ物をした子どもへの対応
指導する・しないの線引きをはっきりさせよう 114

 2
子どもの叱り方①　

「まず、叱る」がポイント！ 116

 3
子どもの叱り方②　
叱ってばかりだと反発を招く！ 118

 4
子どものほめ方①　
指示したらほめるを意識しよう！ 120

 5
子どものほめ方②　
事実を伝えるだけでも子どもは嬉しい！ 122

 6
授業中の困ったに対する指導
ベテランの先生の対応を知ろう！ 124

 7
学級通信　

「いいな」と思った姿を伝えるだけでいい！ 126

ここだけは知っておきたい!

クラスの子どもとの関わり

第7 章
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2

職員会議の注意点

まず会議用ＢOXを準備しておこう！

大量のプリントは会議用 BOX で一括管理
　教師に配布されるプリントの量はびっくりするぐらい大量です！　
そこで、私は思い切って右のマンガのように会議用ＢOX（A4サイ
ズ）を作り、会議までに配られるプリントは全て入れて、触らない
ようにしました。会議が終わってはじめてプリントをファイルに分
けて、ボックスを空にします。
　ファイルは、はじめのうちは「ＹEAR（年間通して使う資料）」
「ＮOW（期限が終わるまで使う資料。時系列で締め切りが早いも
のが上にくるように並べる）」「初任者研修」「研究授業」「指導記録
簿」を準備しておくといいですよ。

マーカーは自分に関係のある予定だけに
　会議中は各担当の先生が重要なところを読み上げていきます。そ
れを聞きながら「自分の学級・学年に関係するところだけ」にマー
クをつけていきます。
　そして、「あらかじめ作業が必要な仕事や締切のある仕事」があ
れば、配られる月間予定表に赤で書き込んでいくようにします。こ
うすることで、基本的にプリントを読み返す必要はなくなり、月間
予定表を見るだけで済むようになります。

 プリントが多すぎる 

会議用BOXは、学校をお休みした日にも便利でした！１日でも
休むと、机の上に大量のプリントの山ができてしまうのです…。

1
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11

始業式までに買っておくといいもの

最低限必要なもの、まとめました

100円均一で買ったもの

・A4サイズの箱…１箱（会議用BOXとして使用）
・A3サイズの箱…１箱（出すものBOXとして使用）
・�ホワイトボード…４枚はあると便利（時間割を書いて朝貼っておく用、
宿題忘れの子どものネームプレートを貼る用、日直のお仕事管理用、
係のお仕事管理用）
・洗濯バサミ…子どもの人数分（雑巾をとめるために使用）
・�子どもが忘れ物をしたとき用の道具（はさみ、分度器、三角定規、分
度器、コンパス、ネームペン、色鉛筆、消しゴム）…最低でも各１つ
・穴あけパンチ…２つ（教室、職員室用）
・掃除道具を掛けるための網…１枚
・Ｓ字フック…教室の掃除道具入れに入っているほうきの数分
・セロハンテープカッター…１つ
・朱肉…１つ
・カッターマット…２つ
・集金袋…１袋

100円均一以外で買ったもの
印鑑（２つ）、訂正印、バインダー（１つ）、ファイル（６つ）

 買ったグッズの使い方 

先生が使う赤ペンや、鉛筆、磁石シールは学校に常備されていた
ので、買う必要はありませんでした！
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1

授業スピード

授業は普通に進めても
終わらない！

なぜ普通に進めても終わらないのか
　授業は普通に進めても終わりません。なぜかと言うと、行事が多
いからです。行事をするには、準備時間が必要です。その準備時間
によって国語や算数の授業時間が奪われることが結構あります。
　それで、突然「○時間分の授業ができなくなった！」となり、最
終的に「授業が終わりそうにない…」という状況になります。

次の単元に進んでもいい基準を持つ
　私は初任者教員のとき、ベテランの先生から「算数だけは丁寧に
やらないとだめ。基本的に指導書通り進めるのよ」と教わりました。
でも、他の教科は違います。たとえば国語です。私は最初、算数と
同じように指導書通り進めていました。でもあるとき、同学年のベ
テランの先生と比べてかなり遅れていることが発覚しました。
　なぜベテランの先生は早く授業を進めることができたのか、それ
は「次の単元に進んでもいい基準」を知っていたからでした。
　指導書の最初の方に、「各単元で身につける知識や技能が一覧に
なっているページ」があります。ベテランの先生はそのページに載っ
ている知識や技術をクリアしたら、12時間扱う予定の単元であっ
ても８時間で次の単元へ移り、授業をさくさく進めていました。

 授業を早く進める 

指導書の「各単元で身につける知識や技術が一覧になっている
ページ」がわからなければ、周りの先生に質問しましょう！
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